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視聴型「救命救急VR」を活⽤した⾼齢者看護学
実習前シミュレーション学習の試み

VRとは：Virtual Reality
「仮想現実」「⼈⼯現実感」などと訳されている。

VRとは、⾃分の周囲に映像が
あるように感じられるシステムのこと

• 実際にはできないことを、あたかも現実に⾏なっている
かのように体験できる。

• 動画でもゲームでも「外から観ている」のではなく、
「中に⼊り込んで体験している」ような感覚が得られる。

• 動画ではより多くの情報が得られる。

• リアルさを体感できる。

• 現実の作業・⼿技の練習⽤に使うことも考えられている。

⾼齢者看護学実習前のVRの効果的な活⽤

学習⽬的
救急搬送され、⼀般病棟に転棟した⾼齢患者の観察と報告の⽅法について
シミュレーション学習を通して学ぶ。
学習⽬標
1.救急搬送された患者の状態と救命救急処置の実際がわかる。
2.救急搬送の背景を持つ⼊院後５⽇⽬の患者を受け持つことを想定し、

バイタルサインの測定（⾎圧、脈拍、呼吸数、体温、胸部・腹部⾳聴診、
SpO2）ができる。

3. 現在の患者の状態を観察し把握できる（アセスメントができる）。
4. 観察した患者の状態についてSBARを⽤いて報告ができる。

実施の様⼦
・・・VR視聴

・実習担当教員は⾮常勤を含めて5〜6名で
担当。

・授業開始の１時間前に集合し、教員間の
打ち合わせを実施。

・4つの実習ローテーションごとに実施。
そのため、同じ内容を4回実施。

・１グループあたりの約20名に対し、
V Rゴーグルが１０台のため、
２チームに分けて「救命救急V R」を視聴

VRの視聴は実習にどのような影響を与えましたか

知識
・実習の受け持ち患者さんの
⼊院時の様⼦についてイメー
ジがしやすかった
・今回の実習では視聴場⾯に
あたる体験がなかったため、
実習への影響はわからない。
・繰り返し⾒られるのなら、
実習前のよりリアルなイメー
ジトレーニングになり、ケア
実施の練習になりそうだとは
思った

技術

・回復期の患者を
受け持ったため、
影響はなかったよう
に感じる

・実習中に活かせる
ようなことが
なかったように思う

（受け持った患者さん
の状態がVRとは
異なったため）

⾏動

介⼊による影響を考える、
スタッフにも視点を置く
・⼈が多いため⾃分が
何をしようとしているのか
声を出してからやることの
⼤切さを学んだ
・回復期の患者を

受け持ったため、影響は
なかったように感じる

あなたはシミュレーション経験を
どのように感じましたか

• VR体験⾃体が初めてだったので、そのリアルさに驚いた
• ⾃分がその場にいるような緊張感を感じられた
• VR体験は臨場感があり現場の様⼦をよく理解することができたため、後半の演習もスムーズに

理解を深められた
• 実際の患者さんに対して⾏うような体験ができた
• VRによって普段の実習では⾒ることのできない受け持つ前の患者さんの状態を想像しやすくなり、

実習のシミュレーションになると思った
• 今まで⾒たことのない状況を360度で体験でき、新しく知ることがたくさんあった
• ⾒づらさはあったが、イメージを掴むことはできた
• 救急の場⾯を⾒たのは初めてだったので、多くのスタッフがそれぞれに違うことをやっていて

緊迫感を感じた
• その場に実際にいるような感じで学べていいと思った
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